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歯科用貴金属材料の
基準材料価格改定について

中 医 協 総 － １

４ ． １ ． 1 2



これまでの歯科用貴金属価格の変動への対応
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時期 経緯 改定機会 調整方法

平成１２年３
月以前

貴金属を含有する歯科材料（歯科用貴金属）については、金、パラジウム等の素材価格が市
場取引価格の影響を受けやすいことから、他の特定保険医療材料とは異なり、一定幅に加えて、
特別に時差調整幅（直近１０年の実績の１ＳＤ（標準偏差）＋消費税）を設定し、通常の診療報酬
改定において対応。

２年に１回
直近１０年実績
の１ＳＤを加算

平成１２年４
月以降

パラジウム供給量の約６割を占めるロシアにおける情勢不安等により、パラジウム供給量が減
少し、素材価格が短期間で急激に高騰していたことを受け、６か月ごとに見直しを行う

６か月に１回
（４月、１０月）

変動率±10％を
上回る場合
改定

平成２２年
４月以降

中医協において、変動幅が10％以内であっても、状況によっては、歯科医療機関や患者にとっ
て比較的大きな購入負担や支払負担が続くことがある等の指摘がなされ、歯科用貴金属の素材
価格の変動を保険償還価格により反映しやすくするとの観点から、算出した材料価格が前回の
告示価格の±５％を超える場合に随時改定を実施。

６か月に１回
（４月、１０月）

変動率
±５％を
上回る場合
改定

令和２年
４月以降

現行の６か月に１度の随時改定では歯科用貴金属の価格の乱高下に速やかに対応できない
という指摘を踏まえ、診療報酬改定、随時改定の３月後において、試算価格の変動率がその時
点の告示価格の±１５％を超えた場合に告示価格の改定を実施。

３か月に１回
随時改定Ⅰ
４月、１０月

随時改定Ⅱ
７月、１月

随時改定Ⅰ 変
動率±５％ 随
時改定Ⅱ 変動
率±15％を上回
る場合改定

中医協 総－１－３

３．７．２１（改）

（現行の対応）
○ 歯科用貴金属（金銀パラジウム合金等）については、その素材である貴金属が市場価格の変動の影響
を受けやすいことから、通常の２年に１度の診療報酬改定に加え、６か月に１度随時改定を実施

〇 現行の対応だけでは歯科用貴金属の価格の乱高下に、速やかに対応できないとの指摘をうけ、令和２
年度から従来の４月、10月の随時改定に加え、７月、１月にも随時改定を行うように見直しを行った。

（これまでの対応）



Ｒ

製造流通コスト等

素材価格の平均値

Ｒ

製造流通コスト等

前回改定以降の
素材価格の平均値

Ｒ

製造流通コスト等

歯科用貴金属の随時改定Ⅰ、随時改定Ⅱについて

前回改定以降の
素材価格の平均値

現在の告示価格に対して
±５％を超えた場合に
告示価格を改定

現在の告示価格に対して
±15％を超えた場合に
告示価格を改定

随時改定Ⅰ 随時改定Ⅱ

固
定

固
定

変
化

変
化

±５％ ±15％

4月、10月に実施
（診療報酬改定を除く）

7月、1月に実施

こ
の
範
囲
で
は
改
定
し
な
い

こ
の
範
囲
で
は
改
定
し
な
い

現
在
の
告
示
価
格
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中医協 総－ 1 0－１

２ ． ３ ． ２ ５

中医協 総－１－２

３ ． １ ２ ． ２ ２



（７月21日中央社会保険医療協議会総会）

【主な意見】
○ 随時改定には３か月前の平均素材価格を用いているが、このいわゆるタイムラグについて、より直近の平均素材価格を
反映できる制度の構築や、随時改定の頻度について、検討する必要がある。

○ 診療報酬改定時に用いる市場実勢価格の調査についても、より精度を高めるようにお願いする。

歯科用貴金属材料の基準材料価格改定に係る主な意見

4

（12月22日中央社会保険医療協議会総会）

【主な意見】
○ 現行の随時改定の方法は、一定の効果があったものと評価している。

変動幅が一律に告示価格の±α％は現行の方法と比較して特に優れたものとは考えていない。
変動幅に関わらず、素材価格に応じて年４回改定することは、感度を極力高める対応をするものと理解し、反対するもの
ではないが、医療機関における事務負担等の課題への対応をお願いする。

○ ２月前までの平均素材価格を用いた場合のシミュレーションを示して頂き、判断したい。

○ より直近の２か月前までの平均素材価格を材料価格に反映することについては、賛成する。

（４月14日中央社会保険医療協議会総会）

【主な意見】
○ 年に４回の価格見直しを実施しているが、日々変動する金属価格に翻弄される状況はあまり変化がないという歯科医療
現場の意見も多くある。

○ より現場の実態を反映できる制度設計の構築等をお願いする。
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（例）歯科鋳造用 金銀パラジウム合金
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改定の対象となった
素材価格の期間
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歯科鋳造用金銀パラジウム合金の平均素材価格
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中医協、告示、
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歯科用貴金属材料の基準材料価格改定の見直しについて①
・現行では告示価格の改定の３か月前までの素材価格の平均値を用いて告示価格の算出を行っている。
・告示価格の改定まで３か月以上あるため、その間に急激な素材価格の騰落があった場合に、即座に当該告示価格に
反映されない場合があるという指摘がある。
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〇 令和２年４月以降の随時改定のルール（随時改定Ⅰ：変動率が±５％、随時改定Ⅱ：変動率が±15％を超
えた場合に行う）により、令和２年４月から令和４年3月までに行う随時改定は４回である。
〇 令和２年４月から令和４年３月までの期間において、仮に変動率を一律±５％とした場合の改定頻度は４回
となり、変動率を±０％（平均素材価格に応じて毎回変動）とした場合の改定頻度は７回となる。

（円）

歯科用貴金属材料の基準材料価格改定の見直しについて②
（現行の３か月前までの平均素材価格を反映した場合の随時改定を行う変動率ごとの材料価格）
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〇 令和２年４月以降の随時改定のルール（随時改定Ⅰ：変動率が±５％、随時改定Ⅱ：変動率が±15％を超
えた場合に行う）により、令和２年４月から令和４年3月までに行う随時改定は５回となる。
〇 令和２年４月から令和４年３月までの期間において、仮に変動率を一律±５％とした場合の改定頻度は５回
となり、変動率を±０％（平均素材価格に応じて毎回変動）とした場合の改定頻度は７回となる。

（円）

歯科用貴金属材料の基準材料価格改定の見直しについて③
（２か月前までの平均素材価格を反映した場合の随時改定を行う変動率ごとの材料価格）
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試算価格 2,083 2,633 2,435 2,707 2,913 2,736

試算価格 2,083 2,633 2,435 2,707 2,702 3,049 3,069 2,737 

試算価格 2,083 2,663 2,435 2,702 3,019 2,737

試
算

５
％
・
15

％

試
算

一
律
５
％

試
算

一
律
０
％

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200



「３か月前まで」と「２か月前まで」の平均素材価格を反映した場合の比較
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歯科用貴金属材料価格の随時改定に係る論点

○ 中央社会保険医療協議会総会（12月22日）において、歯科用貴金属材料価格の随
時改定の方法として、
① 現行のまま（変動幅が告示価格の±５％、±15％を超えた場合に改定する）
② 変動幅が一律に告示価格の±α％（例：5％）を超えた場合に改定する
③ 変動幅に関わらず、素材価格に応じて年４回改定する

等の対応案を示したところ、現行の随時改定の方法は、一定の効果があったものと評
価しているとの意見が出された一方で、変動幅に関わらず、素材価格に応じて年４回
改定することは、感度を極力高める対応であるが、医療機関における事務負担等の課
題への対応に関する意見も出された。

これらのご意見や歯科用貴金属材料価格の変動状況を踏まえ、今後の歯科用貴金属
材料価格の随時改定の方法について、どう考えるか。
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